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シϟルはࡉ๔内で低く土壌で高いた
め，ਫは土壌からࡉ๔΁ྲྀれる。土壌
ਫ分がগなくなったり，土壌にԘ類が
ूੵしたりすると土壌のਫϙςンシϟ
ルがେきく低下し，ࡉ๔にٵਫされに
くくなる。植物のݸ体としてみたとき
の根のٵਫ量は，根௕（ද໘ੵ）と୯
Ґ根௕（୯Ґද໘ੵ）౰たりのٵਫ能
ྗのੵによってن定されると考えられ
る。根はҰ般に低Թよりも高Թ条件で
よく৳௕する。

๔ບやࡉ，๔にਫがೖるためにはࡉ
液๔ບを通աしな͚れ͹ならない。こ
れらの生体ບにはアクアϙリン（ਫチϟ
ネル）とݺ͹れるਫಁա性タンύク質
がບを؏通するようにଟ数ہ在してい
る（MaVrel らɹ200�）。アクアϙリン
には 1 つのਫ分子よりもۇかにେきな
をਫ分子が通޸が開いており，この޸
աすることによって生体ບの内ଆと外
ଆにਫがҠಈする。アクアϙリンはチϟ
ネルとしてのػ能しか持たずਫ༌ૹの
方޲性は制御しないが，ࡉ๔内の Q)
やカルシウムイオンೱ度によって޸の
開ดが制御されるためਫの通ա速度を
制御する。したがって，生体ບに存在
するアクアϙリンの量がଟく，アクア
ϙリンの޸が開いている場合によりଟ
くのਫが生体ບを通աできる。

୯Ґ根௕あるいは୯Ґ໘ੵあたりの
ਫ能ྗは，主に根の生体ບにお͚るٵ
アクアϙリンの分෍とそのػ能を൓ө
していると考えられる。イネでは根域
Թ度が低下すると根のਫಁա性がҰ時
的に低下するが，その後ਫಁա性がճ
෮するとともにҰ෦のアクアϙリンҨ

఻子の発現量が増加する（AhameE
らɹ2012）。Ұ方，චऀがਫߞ栽培ト
マトを使ってҟなる根域Թ度で 4 ೔
間栽培された植物の根の m3/A のҧ
いを࣍ੈ୅シーケンαーでղ析したと
こΖ，根域Թ度が 22ˆから 17ˆに低
下すると数種類のアクアϙリンҨ఻子
の発現量が൒減した（ະ発ද）。以্
のことから，根域Թ度は根の発育とア
クアϙリンの発現を通して，植物のٵ
ਫ量にඇ常にେきなӨڹを与える。そ
して，地্෦の生育，特にٵਫ成௕の
結果としてىこる葉໘ੵの֦େにؔ係
していることが示ࠦされる。

以্のように，根域Թ度は植物の成
௕に強いӨڹをٴ΅すことが༷々なԂ
ܳ植物において実証された。Թࣨの؀
࣪，制御では地্෦の気Թڥ 度，๞ࠩ，
C02 ೱ度，ޫ強度，೔௕などのڥ؀
ύラメータの計ଌと制御が可能とな
り，ઌ୺的な施ઃԂܳではこれらの制
御が೔常的に行われている。Ұ方，地
下෦ڥ؀に໨を͚޲ると養液栽培では
土壌ਫ分，&C，Q) の計ଌと制御が行
われているものの，根域Թ度の制御は
΄とんど行われておらず，その他の栽
培方法では地下෦ڥ؀の計ଌと制御は
全く行われていないのが実情である。
したがって，根域Թ度は農ۀ生࢈にお
いて制御す΂きڥ؀制御ύラメータで
あるといえ，根域Թ度制御を農ۀ生࢈
のඪ準ٕज़としてऔりೖれることによ
り，よりॊೈによりলエネルΪーで植
物成௕のௐઅが可能になるͩΖう。·
た，଱ॵ性が低いフクシアやローダン
ηマムの根域Թ度をྫྷ٫する͚ͩで生

存性がେ෯に্޲したように，植物全
体の଱ॵ性には根の଱ॵ性がେきくؔ
わっていると考えられることから，根
の଱ॵ性をࢦඪとした植物育種にもࠓ
後஫໨する必要がある。

なお，ຊ報は農ྛਫ࢈লҕୗプロジΣ
クト研究「国࢈Ֆきの国際ڝ૪ྗ強化
のためのٕज़開発」および೔ຊେ学学
௕特ผ研究ୈ̎期「೔ຊେ学発ɹスマー
トアグリカルチϟーの૑出とۀ࢈化を
໨ࢦしたٕज़開発」によって行われた
成果をத৺に·とめたものである。
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⾦ 額（円） 割 合（％）※ ⾦ 額（円） 割 合（％）※

消 費 ⽀ 出 3,807,937 ー 3,520,547 ー 92.5※※※

⾷ 料 973,680  25.5※※※※ 965,536  27.4※※※※ 1.9
 穀 類 90,892 9.3 78,421 8.1 -1.2
  内 ⽶ 40,256 4.1 23,212 2.4 -1.7
    パン 27,512 2.8 32,164 3.3 0.5
    麺類 18,771 1.9 17,713 1.8 -0.1
 ⿂ 介 類 110,868 11.4 73,862 7.6 -4.0
 ⾁ 類 81,140 8.3 89,365 9.3 1.0
 乳 卵 類 45,407 4.7 46,006 4.8 0.1
 野菜・海藻 112,206 11.5 103,533 10.7 -0.8
  内 ⽣鮮野菜 67,727 7.0 67,901 7.0 0
 果 物 44,647 4.6 39,032 4.0 -0.6
   内 ⽣鮮果物 42,544 4.4 35,742 3.7 -0.7
 油脂・調味料 40,637 4.2 43,649 4.5 0.3
 菓 ⼦ 類 78,532 8.1 87,469 9.0 0.9
 調 理 ⾷ 品 99,691 10.2 128,386 13.3 3.1
 飲 料 46,237 4.7 58,174 6.0 1.3
 酒 類 49,994 5.1 40,721 4.2 -0.9
 外 ⾷ 173,430 17.8 176,917 18.3 0.5

表 ２⼈以上の世帯における⾷料⽀出⾦額 2000年と2019年の対⽐

   注：割合（％）※は、⾷料費に占める各品⽬の割合。 増減※※は、⾷料費に占める2019年-2000年の割合の増減。

  ※※※は、2000年に対する2019年の消費⽀出の割合。  ※※※※は、全消費⽀出に占める⾷料の割合。
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දɹ� ਓҎ্のੈଳʹ͓͚Δ৯ྉࢧग़ֹۚɹ���� ೥ͱ ��1� ೥のରൺ

Ո計ௐ査は，૯຿ল౷計ہが全国໿ �
000 ੈଳのՈ計収ࢧ
をௐ査し，Ո計ௐ査年報としてެදしている。ফඅࢧ出は，৯
料，ॅډ，ޫ೤・ਫಓ，Ո具・Ո事用඼，被෰ٴびཤ物，อ݈
ҩྍ，ަ 通・通৴，ڭ育，ڭ養ٴָޘびその他にେผされている。

201� 年のೋਓ以্のੈଳ（ฏੈۉଳਓһ 2��7 ਓ）のফඅ
�20
出は，3ࢧ
�47 ԁ（݄ฏۉ 2� ສ 3 ઍԁ）で，そのうͪ৯
料ࢧ出は，ফඅࢧ出の 27�4ˋを઎める。2000 年との対ൺで
みると，ফඅࢧ出全体では �2��ˋにࢧ出ֹۚが減গしている，
৯料ࢧ出も ���1ˋと減গしているが，減গ෯がখさく，生活
必ध඼としてফඅࢧ出に対する૬対的なׂ合は高·っている。

৯料ফඅࢧ出のなかで，最もׂ合の高いものは外৯で
1��3ˋ，特にௐ理৯඼13�3ˋは最も৳びがେきい。ࠄ類は��1ˋ
を઎めるが，2000 年の ��3ˋから 1�2 ϙイントの減গである。
このうͪ，米のࢧ出ׂ合は 2000 年の 4�1ˋから 2�4ˋと，1�7
ϙイントのେきな減গである。対照的に৳びているύンとは，
઎めるׂ合が逆సしている。生઱໺ࡊは̓ˋとその઎めるׂ合
は変わらない。最も減গが顕著なのはڕհ類で 4 ϙイントの
減গ。·た，生઱果物も 2000 年の 4�4ˋから 3�7ˋと，同͡
くञ類も ��1ˋから 4�2ˋと，ফඅࢧ出にお͚るׂ合が減গし
た඼໨となっている。ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ（,�0）

家計調査；表の差し替え

注：割合（％）※は、食料費に占める各品目の割合。　増減※※は、食料費に占める2019年-2000年の割合の増減。
　　※※※は、2000年に対する2019年の消費支出の割合。 　※※※※は、全消費支出に占める食料の割合。

キク科コゴメΪクଐのҰ年草。๺アメリカ࢈ݪとされるؼ化
植物。ാ地，ఉ，࿏๣などにී通。ܪはよく分ࢬし，എৎは
1�cm ʙ �0cm ΄ど。葉は対生，୯葉，ཛܗで 3 ຺が໨ཱつ。
Ֆは 4 ʙ �mm ΄どのখさなՖで，౵ঢ়Ֆとઉঢ়Ֆを持つ。ઉ
ঢ়Ֆはී通 � ന৭でઉยのઌはઙく，ݸ 3 ྾する。

「૟きཷめ٠」は「ܧ子の৲১い」や「ሪ
΁ く そ

ฅ׉
かずら

」，「େ
お お い ͵ ; ͙ り

「のӄ೯ݘ
などとฒんで植物のѱ໊の୅ද֨とされるが，そのՖはѪら
しい。઱やかなԫ৭の౵ঢ়Ֆの周りにനいখさなՖหが 3 ʙ �
ຕͻるがえる。そのՖห，ઌ୺がઙく੾れࠐみ，きっͪりとฒ
んでつくわ͚でもなくՖหとՖหの間が不نଇにۭいている。
ͪΐうどࣃが生えͩした੺ん๥のݩޱに似て，なんとも可Ѫい。

牧໺෋ଠ࿠が౦ాੈژ୩の経ಊの૟きཷめで見つ͚たからこ
の໊をつ͚た，というのはྑく஌られている。しかし，ࠓでは

「૟きཷめ」というものがなくなり，このキクが生育していた
場ॴがどんなとこΖͩったのかは૝૾する΄かない。牧໺がこ
のキクを見つ͚た౰時，ゴϛはࢢொଜが収ूしていた。収ूに
あたってはෑ地やެ༗地のҰ෦などにゴϛをूめていたが，そ

のूめられていた場ॴが「૟きཷめ」であった。そこにूめら
れていたゴϛは΄とんどが୆ॴから出る໺ࡊくずや৯΂残しで
あり，౰વながら，それらの生ゴϛはϏニールାにೖれてࣺて
られるわ͚ではなく，その··，あるいは৽ฉࢴや経໦などに
แ·れてࣺてられることになる。·た，それらのゴϛはす΂て
がきっͪりとճ収されるわ͚ではなく，しͩいにつもりݻ·っ
て「ྑ質」な༗ػ物「ാ」になっていたにҧいない。ϋキダメ
ΪクはそんなとこΖに根を下Ζしたのである。

牧໺෋ଠ࿠がみつ͚たのが「૟きཷめ」であったということ
は，·さしく೔ຊという৽ఱ地にདྷて栄養๛෋な場ॴを見つ͚
て生育地を֦େしていく「૟きཷめ٠」のたく·しさのදれで
あった。

そんな෩に考えてくると，あの不نଇなܺ間を開͚てฒんͩ
നいՖหは，੺子のݩޱではなく，ਓ生を᫶しく生きてきて，
Կຊかのࣃがൈ͚た࿝ംのݩޱを૝૾するのであるがいかがͩ
Ζうか。
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